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                           2021 年 12 月 23 日 

 

Ｐ＆Ｇジャパン独自の社外向け「アライ育成研修」など、LGBTQ＋に関する社内外の取り組みが評価 
 

「PRIDE 指標」で、2 年連続の最高評価「ゴールド」に加え、 
今年新設された「レインボー」認定を共に受賞! 

「D&I Award 2021」の最高位ランク「Best Workplace for Diversity & Inclusion」も獲得 
 

Ｐ＆Ｇ（P＆G ジャパン合同会社、本社:神戸市）は、任意団体 work with Pride が主催する、企業や団体

の LGBTQ+などのセクシュアルマイノリティに関する取り組みを評価する「PRIDE 指標 2021」において、最高評価であ

る「ゴールド」を 2 年連続で受賞。また今年新設された、セクターを超えた協働を推進する企業を評価する「レインボー」

認定もあわせて受賞いたしました。さらに、株式会社 JobRainbow が主催する「D&I Award 2021」において、最高

位ランクである「Best Workplace for Diversity & Inclusion」の認定も獲得いたしました。 

 

               

人材はＰ＆Ｇにとって最も重要な経営資源です。そのため、Ｐ＆Ｇでは「平等な機会とインクルーシブな世界の

実現（Equality & Inclusion =E&I）」を経営戦略の一環として掲げ、社員一人ひとりが等しく機会を得て、能

力を最大限に発揮できる組織づくりに 30 年近くにわたって取り組んでまいりました。また、自社のみならず、社外に向

けた啓発活動にも注力しており、2016 年 3 月に社⾧直轄の社外啓発組織「Ｐ＆Ｇ インクルージョン啓発プロジェク

ト」を発足。2021 年 5 月からは新たに、LGBTQ＋に対する「アライ」（理解者・支援者）の輪を日本社会に広げ

ることを狙いとした研修プログラム「アライ育成研修」の社外無償提供を開始いたしました。当初は社員啓発を目的に

社内向け研修として実施していましたが、Ｐ＆Ｇのこれまでの知見や失敗も含めた経験を社外に提供することで、誰

もが自分らしく活躍できるインクルーシブな職場・社会づくりに貢献したいという想いから、プライドハウス東京の協力の

下、社外のさまざまな方にも受講いただけるプログラムへと改編。現在までに 33 社、合計 220 名以上の社外の企

業や団体に提供いたしました。 

 

これらの社内外の取り組みが高く評価され、任意団体 work with Pride による LGBTQ+への取組み評価指標の

「PRIDE 指標」で 2 年連続最高評価の「ゴールド」を受賞すると共に、今年新たにセクターを超えた協働を推進する企

業を評価する「レインボー」認定も受賞いたしました。また、株式会社 JobRainbow が主催する「D&I Award 2021」

においても、最高位ランクである「Best Workplace for Diversity & Inclusion」の認定を獲得いたしました。 

 

Ｐ＆Ｇは引き続き、インクルーシブな風土を醸成し、全ての人が自分らしく、最大限の能力を発揮できる安全かつ

インクルーシブな職場・社会づくりを推進してまいります。そして、LGBTQ＋に対する活動にとどまらず、ジェンダー平等

や障がいなどへの取り組みにもより一層注力し、今後も重要な経営戦略の一環として、「平等な機会とインクルーシブ

な世界の実現」を目指してまいります。 

P&G ジャパン合同会社 

〒651-0088 
神戸市中央区小野柄通 7-1-18 
https://jp.pg.com/ 
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＜ご参考資料＞ 
 

■アライ育成研修について 
「アライ育成研修」は講義とワークショップの 2 つのパートから構成されています。前半の講義パートでは、性の多様性につ

いての知識を身に付けるほか、Ｐ＆Ｇの事例などを通し、インクルージョンの重要性について理解を促進します。そして、

後半のワークショップでは、参加者同士でのディスカッションを通して、参加者一人一人が、「アライ」がもたらすものとは何

か、明日から「アライ」として何ができるかを考え、少しでも多くの参加者が「アライ」としてのスキルを身に付けることを狙いと

しています。プログラムの講師は、Ｐ＆Ｇの中でも特にインクルージョンに精通した社員や執行役員が担当し、高品質な

研修プログラムの提供を実現します。 

 

 

■「平等な機会とインクルーシブな世界の実現（Equality & Inclusion =E&I）」について 

Ｐ＆Ｇでは、経営戦略の一環として「ダイバーシティ（多様性）・平等な機会・インクージョン（受容と活用）」を掲げ、

社員一人ひとりを「個人」として尊重し、多様な社員が能力を最大限に発揮できる組織づくりに 1992 年から 30 年近く

にわたって取り組んできました。さらに、2021 年からは、多様性を受容・活用するだけでなく、全ての人が平等な機会を

得られるべきという考えから、「イクオリティ＆インクルージョン（平等な機会とインクルーシブな世界の実現）」へと進化さ

せ、「文化」「制度」「スキル」を 3 本柱に、女性活躍推進、ダイバーシティ（多様性）推進、個々の違いを受け入れて

認める「インクルージョン」への取り組みをより一層強化しています。また、より多様な社員が、等しく機会を与えられ、自分

らしさを大切にしながら活躍できる組織を目指し、ジェンダー平等、LGBTQ+の社員、障がいのある社員に向けての取り

組みも強化しています。 
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■Ｐ＆Ｇのこれまでの LGBTQ＋への取り組みについて 

Ｐ＆Ｇには「GABLE」という独自の言葉があります。これは「ゲイ・アライ・バイセクシュアル・レズビアン・トランスジェンダー・

エンプロイー」の略で、LGBTQ+(性的マイノリティ)当事者とサポートするアライ社員の総称です。GABLE は、LGBTQ+

の社員や支援するアライ、そして全ての社員が安心して自分らしく、最大限の能力を発揮することができる、安全かつイン

クルーシブな職場環境をつくることを使命に、社内外での啓発活動に取り組んでいます 

 

 

■PRIDE 指標について 

任意団体「work with Pride」は、2016 年に日本初の職場における LGBTQ などのセクシュアル・マイノリティへの取

組みの評価指標「PRIDE 指標」を策定。2017 年には、取組みの範囲やレベルをより具体的に知ることができるように

各指標内に評価項目を細分化。2019 年には、応募企業の達成度の高い項目の加点方法を見直し、『PRIDE 指標

2021』については、さらなる取り組みの領域を広げていただくため、さらに加点方法を見直します。また、日本社会での

LGBTQ に関する理解促進や権利擁護において、企業や団体が果たす役割や存在感が増していることも視野に入れ、

国・自治体・学術機関・NPO/ NGO などとの、セクターを超えた協働を推進する企業を評価する「レインボー」認定を新

設しました。 

 

■「D&I Award 2021」について 

「D&I Award 2021」は、企業のダイバーシティ&インクルージョン（D&I）の取り組みを評価する認定制度で、2021

年に初めて開催されました。「ジェンダーギャップ」「育児/介護」「障がい」「多文化共生」「LGBT」の 5 つのテーマにおいて

100 項目で採点・評価し、４つのランクに認定するものです。「D&I に取り組む企業の後押し」「D&I のあり方のアップデ

ート」「D&I推進の担い手を拡大」の3つを目的とし、"D&Iがあたりまえの社会"となることを目指している取り組みです。

第 1 回目となる今回は、259 社（グループ連盟を含む）からのエントリーがありました。 



4 
 

■Ｐ＆Ｇについて 

Ｐ＆Ｇは、高い信頼と優れた品質の製品ブランドを通じて、世界中の人々の暮らしに触れ、よりよいものにしています。

日本では、衣料用洗剤「アリエール」「ボールド」「さらさ」をはじめとして、柔軟剤「レノア」、エアケア製品「ファブリーズ」、台

所用洗剤「ジョイ」、紙おむつ「パンパース」、吸水ケアブランド「ウィスパー」、ヘアケアブランド「パンテーン」「ｈ＆ｓ」「ヘア

レシピ」、スキンケア製品「SK-II」、シェーブケアブランド「ジレット」「ブラウン」、オーラルケアブランド「Oral-B by Braun」

など、さまざまな製品を提供しています。(https://jp.pg.com/) 

 

 

 

 


